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第41回総合研究会

循環型社会づくりと不法投棄防止に向けて

いまご紹介をいただきましたが、関西大学工学

部のなかで都市環境工学科が、この4月から発足

いたしました。前身は建設とか土とか、まちづく

りとかをやっていたのですが、ハードだけではな

く、都市環境工学科ということで募集しました。

中身を少しずつ変えているのですが、学生さん

の人気が高まり偏差値がかなり上がりました。で

すから、優秀な人を採りたいと思っております。

私は都市環境工学の環境システムという研究室

を担当しております。環境システムと申しますと、

水とか、われわれの環をつくるもの。それから都

市の政策とか都市づくりとか、都市計画が私の専

門です。廃棄物の問題とか、環境政策といったこ

とをやっております。

今日は、循環型社会づくりと不法投棄防止につ

いてお話したいと思います。ちょうど平成 5年に

環境基本法ができました。基本法というのは、

ゆっくりとじわじわボデイーブローのようにきい

てきます。そういうものができて、その中で、一

つ目には共生、みんな一緒に生きよう、バリアフ

リーで共生という柱があります。二つ目には循環、

回していこうということ。それから、三つ目には

参加、国民の皆さんがみんな市民として参加する

のだということ。それから、四つ目に国際協力と

いう、この四つ大きな基本になっております。環

境基本法ができてからは循環型社会形成推進基本

法という法律ができまして、それでいま、次々と

新たな法律が施行されているということでありま

す。

このような状況の中で、われわれの環境をつく

るときに一番問題になってくるのは、ごみの不法
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投棄なのです。廃棄物の問題というのは非常に都

市づくり、環境政策のなかで基本になるものです。

腐敗しますし，有害物もありますし、われわれの

生活に影響しますので、今日は不法投棄の実態と、

どうしたらいいかという対策、それから、方向も

含めてお話したいと思います。

図ー 1の不法投棄件数及び投棄量を見ていただ

きたい。現在は増えもしていないのですが、減り

もしていないというのが状況です。把握していな

いものも沢山ありますが、 1,200件-----1,300件で一

応安定しております。これは産廃で、青森とか秋

田に不法投棄がありましたが、それも 1件と計算

しています。それがいままで40万トンであったも

のが、いま30万トン、 20万トンぐらいになってい

ます。

ーロに何万トンといっても分かりませんが、関

西大学のある吹田市は人口が35万5,000人で、

ちょうど奈良市ぐらいの人口です。この吹田市が

1年間に出すごみが、ほぽ12万トンです。だから、

吹田市が1年間に生活から全部出すごみの2倍ぐ

らいが日本にばらまかれていることになります。

これは公式のデータですから、その 3倍ぐらいは

あるだろうといわれていますので、結構、不法投

棄は多いことになります。

平成13年度の投棄件数1,150件は公式的なもの

ですが、場所としては、見えにくいところの山、

田んぽでも休耕田や放置されているところは草が

生えていてわからなくなりますから 2割ぐらい。

宅地にも投棄されていますから、自分の田んぼで

も土地でもしっかり管理しないとごみを投棄され

ます。海とか川へ投棄するものもあります。これ
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は件数としてはそう沢山はありませんが、その他

いろんなところに投棄されています。一番多いの

は山林3割、農地2割、宅地 1割と 3、2、1の

割合になっています。合計24万トン、吹田市のわ

れわれの生活から出るごみの 1年間の2倍ぐらい

がばらまかれているわけです。

その不法投棄を量的にみますと、山地が35%で

農地は13%、宅地が10%となっています。図ー 2

の地目別状況でお分かりのように、その他も結構

多いですから空地や、広場にも投棄されています。

それで、誰が投棄するのかということですが、

建設から出てくるごみが多い。いま産業廃棄物で

大体4億トンぐらい排出されています。 4億トン

というとピンとこないのですが、生活のごみが日

本全体 l年間に5,000万トンちょっとですが、

5,000万トンといっても分かりにくいと思います

が、 40階、 30階の大きなビルが10万トンぐらいの

重さです。ですから、それの500倍ぐらいの重さ

のごみが日本で生活から出てくるのです。それの

8倍ぐらいが産業のごみなのです。廃棄物のビジ

ネスは結構大きくて10兆円産業と言われています。

コンピュータが5兆円産業ですからコンピュー

タの倍ぐらいあります。ごみというのは大きな産

業です。だから、それだけお金がかかるので投棄

されるわけです。そのなかで割合として多いのが

建設で、それがほぼ7割ぐらい、それ以外が3割

です。

廃出物としては、がれき類とか、木くずとか、

その他の建設廃棄物（鉄筋、鉄骨、バラス、砂

利）で、家の前に置いてあったら、みんなとり除

いてほしいというようなものです（図ー 3)。そ

ういう排出物ですので、どうしても量が多くなり

ます。

それから、廃プラスチック類ですが、プラス

チックは30年、 40年前に鉄に代わる材料として登

場し、石油からできて、軽いし、成形もしやすい

し、塩ビなどはハサミで切って、紙を貼るように

接着剤ですぐ接着できるということでプラスチッ

クがどんどん使われましたから、その廃プラが出

てきました。しかし、これを燃やすとダイオキシ

ンが排出されることもあるということですが1割

ぐらい投棄件数の中に入っています。そのほかの

ものも含めて、ビルにして30階、 40階のビルの

500倍ぐらいの重さのごみを 1年間に出していま

す。いろんなところへ燃えがら、汚泥とかが排出

されていますが、大きくは図ー 3の産廃の不法投

棄件数のグラフにあるようなものです。

いま環境基本法ができて、その中で循環が大き

な目標になっていますから、循環型社会の形成を

促していく、プロモーションする推進基本法があ

るわけです。例えば土地の価格が下がっていると

いうのも土地基本法がきいているわけですね。こ

の基本法というのは、結構、きいてくるので、循

環型でごみを減らし、生産者に回収責任を負わせ

るようという考えを基本としています。ですから、

設計の段階からうまくやっておかないと、ごみに

なってから減らせと言っても、どだい無理ですか

ら、現在では製品設計の段階からリサイクルやご

み処理の仕方が考えられています。循環型社会を

目指すために、簡単な法律だけでも、すごい数が

あります。 1年間に日本の法律というのは改正も

含めて140本から150本つくりますから、 10年経つ

とすごい数になります。

まず、廃棄物処理法ですが、廃掃法と言われる

もので、「最終処分の責任は出したところですよ。

全部、あなたのところへきますよ。マニフェスト

でやってもらいますよ」と義務付けたり、罰則も

非常にきつくなりましたし、来年には、自動車リ

サイクル法が実際に動き出しますから、これから

2万円になるのか3万円になるのか未定ですが、

自動車を買うときにリサイクルするときのお金を

払っていくことになります。だから、今までは 3

万点だった部品が2万点を割るようになるそうで
す。部品を少なくするとリサイクルしやすいです

から、できるだけ部品の数を減らしていくという

設計を一生懸命やっているわけです。それから、

寿命を長くするという努力も行われています。

また、飲食店、コンビニやホテルでも出た量の

5分の 1、20%はリサイクルしろとか、出す商品

もリサイクルできるようなものを販売していかな

いと、どんどんごみを売っているということでは

たちゆかなくなるということがあります。それか

ら、建設工事の解体業も今まではブルドーザーや

ユンボで一昨年前までは一気に潰したのですが、

今では潰すのに木造の建物でも順番に解体しては

分けていくため一週間ぐらいかかるのです。屋根

の瓦から土から木からコンクリートから、プラス

チックから、みな分けていくことになったのです。
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要するに一緒くたのミンチにするとだめだとい

うことになったということは、法律がきいている

わけです。ですから、これがあんまりききすぎる

と、今日の話の不法投棄が多くなりやすいという

こともあります。

それから、グリーン購入ですね。環境にやさし

いリサイクルできるものを買いましょうというこ

とで、関西大学でも再生紙とか、いろんなものを

入れていますが、新聞紙なんかは新しい原料は2

割ぐらい入れて80%以上はリサイクルの紙が入っ

ています。マンガ本なんか再生紙100%ですし、

容器、包装もリサイクルでペットボトルなど、み

な分けなければいけない。遅まきながら、今月ぐ

らいから関西大学の工学部にはペットボトルとそ

の他を分けるごみ箱を設置していますが、こうい

うのは公共的な場所では昔からやっているわけで

す。

家電リサイクル法でテレビを廃棄するのに

2,600円取られるというようなことで、循環型社

会をつくっていくというか、グルグル回していか

なければならないということでペットボトルリサ

イクルは平成9年度から行われてきましたし、 2

年前には家電、建設は去年から廃材、アスファル

ト、コンクリート等について施行されております。

特にアスファルトは何回も使えるのです。

それから、食品もそうですね。肥料にするとか、

飼料にするとか、そしてそれらを使うという取り

組みがはじまったのです。

そこで、先ほどの不法投棄の話に戻りますと、

多くなったまま減らないのです。それで、どこに

多いかという実態をまず見ますと（表ー 1)、産

業廃棄物を扱っているところは、当然、出てきま

すよね、廃棄物そのものを扱っていますから。で

すから、産廃処理施設とか埋立地とか、事業所の

中に置いておくとか。工場がありますと、先ほど

池田先生がおっしゃったように、プランフィール

ド、非常に問題が多い土地ということになります。

現に、 usJ (ユニバーサル・スタジオ・ジャ
パン）もプランフィールドです。あそこは住友金

属、日立造船など3社の土地を借りて施設をつ

くったわけです。ジョーズの出て来る海は重金属

だらけですごく汚れていたんです。それを全部除

去してフェニックスに持って行ったのです。そう

いうことで産業関連とか工場跡地を買うときには

非常に気をつけないといけないのです。

先だっても豊中で8階建のマンションが建ちま

したが、土地が汚れていたのでマンションをみな

潰してしまいました。売って住民の人に後で訴訟

された方が損をするので、そういう措置がとられ

たわけです。

あとは、それ以外のところで鉄工所というのも

結構有害物を使いますし、自分の土地にいろんな

廃棄物を埋め立てるとか、砂利とか取った跡地に

埋めて覆土してしまうと分かりませんから、そう

いうことで売り逃げてしまうということもありま

す。新興住宅地なんかは特にそういうのに気をつ

けなければなりません。

それから、谷を埋めてあるところなんかは、不

法投棄物がかなり入っていると考えるべきでしょ

う。大阪市の南港でも 3分の 1はごみで、南港の

インテックス大阪から公園のところなんか全部ご

みで埋め立てられています。北港でもそうです。

ほとんどごみを入れているのです。東京の夢の島

なんか全部ごみの島ですからね。そういうことで

再開発のところに入れているのと、経済の弱い場

所にごみが集まっていく傾向がありますし、土地

を資材置場として安易に貸し付けるとか、特に土

地の利用というのはものすごく減っていますから、

そういうことになっています。

それから、ブローカーが、不在地主は登記簿謄

本を調べたらすぐ分かりますから、それで、不在

地主でも遠いところにいる土地に放棄していくと

か、権利関係が非常に複雑なところを狙っていく

とかいうことがあります。それから、見えないと

ころとか、谷間とか湿地帯とか、そんな都市の周

辺が狙われて、日本は3分の2が山ですから非常

に不法投棄の問題があります。

それに反して、市町村で協力してやっていると

ころとか、警察とタイアップしているとか、やる

気のある職員が多いところは不法投棄が比較的少

ないということがはっきり統計に出てきます。夜、

ライトを照らそうと思っても電気を引っ張ってこ

なければいけないから、太陽電池で蓄電していた

らどうかということで、そういうシステムをうま

くつくっていくとか、対策を講じているところも

あります。

ごみの処理には費用がかかります。汚泥なんか

トン当たり処理費は鉄より高いのです。われわれ
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の生活のごみの処理というのは、 トン当たり大体

5万円ぐらい、 1キロ50円以上かかっているので

す。鉄筋とか鉄骨はトン 2万5,000円ぐらいで、

ごみの方がずっと高いのです。だから、新日鉄な

んか鉄をつくっていますけど、ごみの処理もやっ

てますよね。夜の間に JR貨物で都市圏から吹田

の前を通って北九州へ行くのです。そこで燃やし

ているのです。ごみの処理の方が高いですからね。

そのようなことが進んでいるのです。ですから、

交通の便利のいいところは、かえってごみが集ま

りやすいという状況になっています。

不法投棄というのは、表に出てきたものしか分

からないのですが、排出事業者が不法投棄してい

るのは 4分の 3なのです（表ー 2)。ごみを出す

人が自ら不法投棄するのです。つまり適正に自己

処理する能力がないにもかかわらず自己処理して

いる実態があります。それから、ごみ処理するに

は、許可が要るのですが、無許可の人が 1割

ちょっといます。許可業者でも不法投棄をしてい

るケースも 1割弱あるのです。だから、捕まえて

免許を取り消したらいいのですが、なかなか分か

らないこともあって、現在のような状況になって

おります。

先ほど申しましたように、ごみ産業はほぼ10兆

円程度です。生活のごみは5,000万トン余りです

から、 2兆円、市町村で炉とかつくりますから、

その費用を合わせて 3兆円。あと、企業の産業廃

棄物の処理費がほぼ6兆か7兆程度ですから、 10

兆円産業です。ごみ処理は高いので、ごみを出す

人自身が処理費を軽減するために不法に処理をす

るという人がいます。

京都・大阪・兵庫でみますと、やはり圧倒的に

多いのが京都府なのです。（表ー 3参照）大阪府

は、面積が小さい府県ですから件数は少ないので

す。それから、兵庫県は17件で、これは表に出た

平成13年度の数字です。それでみると、回復して

いる比率が大分違うんですね。兵庫県なんかは廃

棄物に対して非常に熱心にやってますから、回復

の割合が非常に多いのですが、大阪府はちょっと

少ないですね。京都府で半分ぐらいということで

す。不法投棄しましても、回復してないところが

結構あるというわけです。そのまま放置している

ことになります。ですから、このままいくとプラ

ンフィールド、どんどん有害物が入っていますか

ら土地が汚れる。土地が汚れるだけではなく、水

が汚れる、山の方ですと、飲み水にくる、地下水

に入ってくる、植物とか動物にも影響してくると

いうことで、われわれの環境に影響してくるとい

うことであります。

表ー 4に府内の産業廃棄物の不法投棄とありま

すが、この府内というのは京都府内です。京都府

のデータをみますと、立ち入りは結構していて、

人も増やし警察とも対応して不法投棄を減らして

いこうということでやっています。法律をきちっ

と整備しても、守らなかったら意味がありません

から、できるだけ、それをきっちりやっていこう

としています。

それから、表ー 5の野焼きも罰則がありますか

ら、勝手に野焼きできないのです。神事として野

焼きするというのをどうするかということですが、

大きな神社ではダイオキシンを減らす焼却炉を入

れています。ですから、野焼きも立ち入りして強

化はしているということなのですが、表のような

状況です。

環境というのは、われわれの健康と直結してい

ますから、「いいところに住んでおられますね」、

「いい環境におられますね」というのは、価値が

高いのです。だから、価値付けをするために、い

ま競って建物とか環境をきれいにしているわけで

す。

先ほど豊中のマンションの話をしましたが、図

-4に示したましたようにマンションもどんどん

値段が下がってきていますから、初めから売値を

バチッと決めてしまうのです。 2,980万円とか

2,480万円とか、初めから売れる値段にしないと

建てても意味がありませんし、 10戸のうち 1戸

余っても販売会社が潰れてしまいますから、全部

売ってしまわないといけないから値段を先に決め

て建設するこということになりますので、使う業

者をものすごく叩くんです。それで、今までは 1

日当たり工事する人が 1万8,000円ぐらいもらっ

ていたのが、いまは8,000円。それでもやらせて

くれない。雨が降りますから250日働けない。年

間200日働いて 1日当たり8,000円で年間160万円、

危ない仕事で、それで労働者は仕事をしているの

です。そういうことで、結局、非常に労働過酷な

なかでやっているうえに廃棄物の不法投棄は罰則

がきついですから、何とかならないかということ
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で、捕まるのを覚悟で建設、処理を請け負う者が

いるんですね。だから、不法投棄が行われ、災害

が発生するし、土が汚れていくし、農業用水路が

詰まってしまうというようなことで、いろいろ問

題が起こっているのです。これは、山に入るとあ

ちこちにそういう実態があるのがわかります。

それで、兵庫県なんかは行政代執行をかなり

やっておりますが、それでも逃げてしまったり会

社がつぶれてしまったりで、費用が取れないとい

うか、回収ができないということが沢山あります。

そういうのは兵庫県や大阪府ではファンドを

作って、ファンドによってある程度実行していま

す。そういうことで、結局は税金で処理すること

になりますが、民間企業は、自分のところの収益

を上げなければいけないので、そういうのはみな

税金でしてもらう、それが一番いいということで

責任の所在を曖昧にというのが業者の考え方です。

だから、民間の業者といろいろ議論したり、役所

といろいろ議論すると、民間の業者で「税金で

やってもらったらいいじゃないですか」と主張す

る人もいます。その辺のところで、曖昧なところ

が問題を起こしているという状況であります（図

-5)。

それから、あとは、地方公共団体でも、人が少

ないし、役所というのは9時-5時ですし、土・

日の休みも夏休みもありますから、表ー 6で示し

ましたように現状回復が未着手の事案に対する地

方自治体のとらえ方にありますように、代執行、

検討中、原因者自主撤去の見込み、未着手はこれ

だけというような割合になっています。ですから、

不法投棄は環境基本法にありますように、住民参

加、住民の目、そういうおらが村、おらが町、お

らが国をちゃんと守っていくということが必要だ

ということを現しています。

量的に見ますと、未着手で放置されているのが

10万トンで、半分ぐらいは放置してあるのです。

そして原因者をつかまえているのは4分の 1ぐら

ぃ。今のままでどんどん進んでいくとプラン

フィールドどころか、いろいろ問題が起こるとい

う状況になっております。

それから、図ー 6の不適正処理の例ですが、こ

れはご存じだと思いますが、結局、廃棄物という

のは定義によって決まるのです。だから、ごみで

あっても「これは私どもにとっては材料です」と

言われたら廃棄物ではないのです。例えば古い被

覆電線が置いてあっても、中の銅線はトン当たり

10万円以上していますから、「これから銅を取る

んですよ、これはうちの材料で、ごみじゃないで

すよ」と言ったらごみではないのです。屋内で有

価なものを取って、あとを屋外で焼却するという

か、リサイクルの名目で法の網をくぐり抜けると

いうのが沢山あります。ごみであっても、「いや、

これはうちの大事な資源なんです。ここから銅と

かレアメタルとか、携帯電話をつくるときに絶対

必要な材料を取るんですよ。うちの材料に手を付

けてもらったら困る」ということになりますから、

その辺が非常に難しくて、これから法的にいろい

ろやっていただかないといけないということです。

図ー 7ですが、循環型社会形成でいまどんどん

法律ができて、片や地球がどんどん熱をもってく

るし、都市はものすごく暑い。大阪なんかものす

ごい暑いです。沖縄より暑い日もあるし、シンガ

ポールやインドネシアにいる方がしのぎやすいこ

とがあります。そういうことで地球が熱をもって

きているし、悪い人もいるし、経済的に不況だし、

沖縄に次いで大阪府の失業者が多いし、無責任な

人も多くなってきているということで、環境と市

民生活に非常にストレスがかかってきています。

それから、リサイクルという名のもとに逆手に

とったようなことが行われて問題があります。だ

から、 1S014001とか、そういうものを取得する

ことを動機づけとして環境管理をきちっとして

やっていくということが非常に必要になってきて

いるわけです。

原因としては図一8に示しましたように、処理

能力がないのに処理を請け負う者が後を絶たない。

処理費が高くなってきているから投棄した方が得

ということでモラルの低下が問題であります。

生産者の段階で処理費が十分見込まれてないと

いうことで、拡大生産者責任が、いま法律でかな

り位置付けられてきていますので、つくった人が

きちっと処理しなければならないというふうなこ

とになると、製品のなかでごみになる量を少なく

しておいたらいいわけです。日本ではボデイー

シャンプーなどのごみが多いのです。あれはごみ

に出したって、ごみ処理費がつくった人にかかり

ませんから、ごみになる量が多いのですが、 ドイ

ツなんかは全部有料制です。プラスチックをkgつ
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くるのに130円か140円処理費がかかりますから、

それを生産したときに酒税のように取っておきま

すから、ドイツでボデイーシャンプーを買ったら

日本のボデイーシャンプーの 5分の 1と小さいの

です。濃度を 5倍にしておいたらいいのです。少

しだけ出して、洗うときに湯で薄めたらいいわけ

でしょう。そうすると、ごみ処理費が少ないです

から、そういう商品が売れる。日本はそうなって

いないので、とにかくごみ出した人が得だという

形になっているのです。

そういう意味で、今はごみを出した人、行儀の

悪い人、環境を破壊する人が得をする世界になっ

ているのです。それを早くきちっとして、これか

ら基本法によってボデイーブローのようにきいて

くるという社会をつくろうとしています。

したがって環境のことを意識しない人はだんだ

ん衰退します。これは必ずくるのです。環境問題

に早くから取り組んだトヨタは、環境エンジンを

つくったり、ハイブリッドから燃料電池等々。あ

あいう環境配慮型の産業というのはものすごく伸

びていくのです。これは当たり前の話です、歩留

りがものすごくいいですから。

環境に配慮した結果として100の材料から100の

製品をつくったら、こんないい効率はないのです。

そして環境に負荷が少ないと絶対に勝つんです。

アサヒビールが伸びたのは、「うちは廃棄物を出

しません。最後の絞りかすはエビオスで、消化剤

にします。それでも残るものはブタの餌です」と

いうことです。ですから、生産者を見ていくとい

うのが非常に大事になってきます。ですから、環

境というのは政策でもありますが、ビジネスとし

てものすごく大事なんです。環境をやったら商売

にならないと言っている人は退場の社長です。そ

んな社長は今後は絶対アウトです。環境配慮型に

していかないと企業は伸びていかないのです。

自動車リサイクル法が来年から実施されると、

部品を減らすとか、家電リサイクルでは、エアコ

ンを買いに行ったときには、再商品化料金として

4,000円余り取られますから、そうなると、部品

の数を減らすということになりますから、いまそ

の過渡期に入っているところです。

それから、今は、悪質なもので、周辺住民に不

安を与えて、そして施設で紛争が起こって、付近

の人がまた大変な苦労するということになりがち

なので、住民の人が立地に反対するということが

多くなっています。こういう悪循環をきちっとし

たシステムにしないとわれわれの住んでいる場所

が危ないのです。「ごみの問題は関係ない」とい

う人がいますが、関係があるんです。ごみそのも

のが人間の身体を蝕んできますから、環境という

のは健康そのものと 1対 1ですから、ごみになる

ようなものをできるだけ減らして、軽いものを買

うとか、余分なものを取り除いていくとかという

ことが非常に重要だと思います。

廃棄物処理法改正の背景を図一9に示しました

が、法律も変わって不法投棄は個人の場合5年以

下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金ですし、

法人だったら 1億円以下の罰金になるのです（表

-7)。罰金が大きいから必ずしもみな守るとは

限りませんが、産廃も一般廃棄物もみな一緒なの

です。だから、2,600円がもったいないからとテレ

ビを不法投棄して、法の対象となって裁かれると

大変なことになるのです。

それから、野焼きも 3年以下もしくは300万円

の罰金です（図ー8)。みんなそんなことを知ら

ないようですが、野焼きもそういうことになって

います。

それから、ペットのお葬式ですが、車に乗せて、

そこで 1時間ほどで全部焼却処理して移動してい

くという問題で、移動は仕方がない。だけど、設

置する固定の場合は住民の反対があるとか。この

問題に限らずいろいろ指導の条例とか要綱でやっ

ており、先般、神戸市で要絹をつくりましたが、

私もそれの委員長をつとめたのですが、そういう

のでやらないと住民の反対があって、なかなかう

まくいかないということで、これからは構造改革

というか、産廃の処理法、それから住民重視です

ね（図一10)。そういうふうな排出事業者が信頼

できる産業廃棄物のための情報発信も必要です。

何か問題を起こしたところは、全部インターネッ

トで発信する。それから、全部オープンにしてい

く、そういう社会にいま進みつつあるのです。

対応としましては各主体別に図一11,12に示し

ましたが、まず、監視の問題があります。特に役

所とか警察とか、いろんなところでやっておりま

すが、処理事業者の能力をインターネットで評価

して公表していくこともひとつです。不法投棄し

たら許可業者の取消を全部オープンにしていく。
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表ー1(1)不法投棄が多い場所(I) 表ー1(2)不法投棄が多い場所(JI)

要因 具体的な湯所 要因 具体的な場所

①の産事廃業者関運が事関業与者する以と外 鉄地興住工土宅所を跡開採地発っ地．て自売社却処し分て地利内を（あ埋げ立た）．砂利•土砂採取跡
段階で逃げる，新

ころ 興住開発地

⑦行政の監視が届かな
市員いき町のづ村数ら行的い政にと対のこ応指ろ．導し市きがれ町弱な村いいのと市飛こ町ろび．村地行，政行な境政ど界の線意付識近とし．て職いところ

②産廃関連事業者が関 産産廃廃処処理理業業者施設の事周辺業地地．の埋中立終了した処分地の跡地．
与するところ

⑧無管理の土地
不まま在放地置主さなれどたで土無地管理競の売土に地か，か別っ荘て地いでるた土て地られない

ると
貸地（県元し），付の確け住信民犯なにど的となっ地て主メリ．ッ土ト地がをあ資る材，置経き済湯のと弱しいて場安所易にころ

④ブローカーの介在 が地不元在の地不主動産の業土者地をの探介す在．な地ど域事情に詳しいブローカ

⑤ブローカーの手口 土地の権利関係が非常に複雑に動く

⑨か周ない辺と住こ民ろの監視が届 周辺に夜間照明や民家などがない場所

⑩道現路湯直近のアクセス

の林入18道道っすた沿濡・農よい●遵うのにな9民開市場有き町所に村嬉，あ幹，道昼る線の場間道沿所の路線交か，な遍主らど量専山凛閏と早隷精朝かにま至らた一るは本鳩夜所中間に， 

⑥とこ地ろ形的に見えにくい

手谷谷離を津問れ加たに田え場な向ずどか所と，っ，湿も河て見地投川づ帯赦棄らへ，いな平の程ど地投度林棄のを．場林伐所地採，，，山山綿間の市地上周のの辺谷方の間か人，ら里

な

⑪交通の利便性が高い 交イン通タのー利付便近性の高い場所．幹線道路沿い．高速道路
エリア

....................................... ゚...........・....曹・..................................................響..; ....... ● ................................................................  ・・...............................

表ー2不法投棄実行者の内訳（環境省l廃棄物・リサイクル対策部）

撲出事業者自身による不法投棄が約75%

投棄者不明が約1/4

適正に自己処理する能力を有しないにもかかわらず，自ら処理している実態がある

平成13年度

平成14年度

平成13年度

平成14年度

表ー3府県別不法投棄件数と回復の状況（平成13年度）

不法投棄 回復件数 投棄量(t) 回復 回復割合
件数 (t) （％） 

京都府 52 26 24,773 12,254 49. 5 

大阪府 8 6 8,257 3,157 38 2 

兵庫県 1 7 1 5 19,759 16,609 8 4. 1 

環境省資料

二
I山間部に建設残土や産業廃棄物を積み上げたままの放置 I

二

図ー4最近の不法投棄増加の要因の例

........... 疇..........................., ............•.....•.....................•....................... → ... , ... 疇●.. —·································································································· 

表ー6現状回復が未落手の事案に対する地方自治体のとらえ方

•三
環境保全支障

202(件） 47,975.4(t) 
のおそれなし

''''  

行政代執行検
9(件） 7,486.1(t) 

討中

＋ 
地方公共団

地方公共団体 13(件） 802.0(t) 
事業検討中

体のとらえ方
原因者自主撤

59(件） 24,732.8(t) 
去の見込み

その他 84(件） 19,207 .O(t) 

未着手計 367({牛） 100,203.3(t) 

図ー5 行政代執行の問題点
（環墳省資料）
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~I • 
• 不要な部分（被覆部分）を野外焼却---

図ー6「不要物ではないリサイクル可能物」と称した不適正処理の例
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図ー8 不法投棄が乗じる主な原因

表ー7 不法投棄の罰則強化（平成12年10月施行）

改正前 改正後

不産法業廃投棄棄物の
1300年10憶万以下円円）の（法以懲下人役のの若i9 しく は

法以のはに5係併年"人下わ科以""のの下場罰万るの円壌合金懲合億長で禽若あ廃っし棄てく物， 場罰金合は．． 又

はこれの併科
，は又は1億これ円｝

一不法般廃投棄棄物の 1年以下下の罰の懲役又は300万
円以 金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................................ ~............................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

産業廃棄物の排出事業者責任を徹底強化

した改正廃棄物処理法

星
__._ 

排出事業者が信頼できる産
業廃棄物処理業者を選択

図ー10産業廃棄物分野の構造改革の意味

図ー7 社会の方向に逆行する不法投棄

ー

図ー9廃棄物処理法改正の背景

表ー8廃棄物処理法改正による野焼き禁止への罰則の強化（平成13年4月施行）

改正前 改正後

法律
事物業の者・は・，・ 処自分らそを行基の準産う業場に廃従合棄わに

何合て人はを除なも．き次の方棄．年物以法（違下にを反懲焼よし役却るた場． し場，廃

は，政れ令ばで定める 従わ らない
なけ ならない 合の罰則： 3 

象（違）反した場合は改善命令の対
300万円以下□旦と〕

基政棄（産物準業）処令廃理 産備はる方業．を廃環用法境棄にい物省てよ令，をり焼焼環で却境却定大すすめ臣るるる場焼がこ却合定と設めに
・却処理基準に従って行う焼

•• 他公益法令上等いる・社焼焼に会却却よ慣とり習行し上う焼や却む
を得な て政令
で定め

-置馴械糟陽唖―←
1行政

① 監視（パトロール）の頻度向上：役所，警察，地域自衛隊など

② 処理業者の能力の評価

・基準の改善再審査

！ ・不法投棄した場合の登録取り消し

③ 法の適応運用方法の見直し

（罰則を強くしても適用できなければ意味がない）

’④ 書類より現場主義

I⑤ 安価な監視用装置の開発，適用

図ー11
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2. 生産者

① 製品設計時でのリサイクル．処理しやすい環境配慮設計

② 処理コストの市場への反映

（消費者の処理コスト負担）

③ 企業間でのものづくりコンセプトの改善（ライフサイクル思考）

図ー12

.......................................................................................................... , ...... . 

I拡大生産者責任の趣旨I
製品が使用済みとなった場合における環境

負荷の管理・削減に最も支配力を有する生

産者に一定の責任を求めることにより，使

用済み製品に係わる環境負荷低減のメカ

ニズムを市場に組み込み，環境コストを正

しく市場に反映させること

図ー14
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I航大生産者責任とは…I

製品に対する生産者の責任を製品の使用後段階

まで拡大することにより，製品が廃棄物として排

出されることの抑制やリサイクル・適正処理を容

易とする等，製品のライフサイクル全体にわたり

適正に使用済み製品に係わる環境負荷を減らす

こと

図ー13


